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・湿気のない場所で保管して下さい
　未開封の状態で 2年は保管可能です。出来るだけ湿度のない屋内で保管をお勧めします。

　乾燥剤と一緒に保管するとより効果的です。

・1袋で処理可能なホッパー内残コンクリートは、約 0.35ｍ3 ～ 0.4ｍ3 程度です

・開封後は、残すことなく全量を使用して下さい

　　1袋（780g) を全てホッパー内に散布使用して下さい。使用目安は上記数量を基準にして下さい。

・ホッパー内の攪拌装置のブレードなどに若干の摩耗はありますが大きな影響はありません

・攪拌後にホッパーから排出した残コンクリートは、出来るだけ薄く広げてならして下さい。

・ホッパーから排出した際にテラと残コンクリートがよく混ざっていない部分はその箇所を広げて

　ならす時に混ぜるようにして下さい。

・雨天時には、特によりならして下さい。水分が少ない方が良好な状態になります。

・現場によっては、土のう袋などに排出した残コンクリートを詰める作業は圧送業者が行わず

　現場の管理者に作業者の選定を依頼、確認しして下さい。

・排出した残コンクリートを RC材、埋戻材または現場内の不整地修整などに使用する場合は

　現場管理者の判断によるものとします。

取扱い注意事項

残コンクリート改良剤

◆圧送作業処理後のコンクリートポンプ車に残ったコンクリートを砕石状態

　にする事で産業廃棄物を削減

◆現場場外への運搬が不要になり産廃法及び過積載による道路交通法令違反が無くなる

◆砕石化した残コンクリートを RC材として現場駐車場に散布または水たまり箇所の

　埋め立て利用可能

◆ホッパー周り洗浄後の強アルカリ水の量を大幅に削減、現場環境が保全される

◆コンクリート輸送管内での閉塞時の解除困難な場合に使用する事でポンプ車内の

　生コンクリートの硬化を回避可能

◆型枠などの破損による生コンクリート流出箇所にテラを散布する事で処理に人手を

　かける必要がなくなります

残コンクリートを産業廃棄物にしない！

短時間での作業！

現場環境保全が可能！

TERA( テラ )



テラ使用後の土壌分析結果

使用方法
① 打設終了後のホッパー内にテラを散布

② 攪拌羽根とＳパイプ逆転運転で
　　テラと約 3分練り混ぜる

③ バルブを開け排出
④ 土壌へのならし作業で完了

※処理完了後の状態　

特 徴
※従来品の処理剤と比べて処理後の物質がベタベタしません。極めてサラサラになります。
　ベタつきが無いためレーキでの作業が楽になります。また、ホッパ－へのベトつきも少なく洗浄が
　容易です。更なる洗浄水の削減を実現します。
※従来品のように六価クロムの溶出を固化作用に頼るのではなく、無害化成分を配合しているため瞬時に
　六価クロムを無害化出来ます。　
※今までの処理剤は、急結剤として劇物であるアルミン酸ナトリウムが使用されていましたが、テラは
　劇物を使用していません。



問い合わせ・購入について タケ・サイト株式会社
静岡市駿河区敷地 1-3-35
TEL　054-237-6717
FAX　054-237-6189
HP  　www.takecite.technology
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